
いま、わたしたちの汗がいま、わたしたちの汗が
ブランドの未来をひらくブランドの未来をひらく

アムスメロン アールスメロン

◇１株から「１果成り」
◇糖度13.5度以上（上部から下部までの果肉をシェイク）
◇きれいなだ円形、ネット模様がはっきりしている
★�条件を満たしたメロンは、その証としてホタル印の
シールを貼付　　　　　　

美しいマスクとあっさりみずみずしい甘さが特徴縦じまとマスクのバランス、濃い甘さが特徴
モリヤマメロンブランドの条件 モリヤマメロンブランドの条件

モリヤマメロン部会長
前
まえ

田
だ

 仁
ひと

司
し

さん

20
軒
の
農
家
で
収
穫
間
近

今
年
5
万
5
、0
0
0
個
を
出
荷
見
込
み

　

現
在
の
モ
リ
ヤ
マ
メ
ロ
ン
部
会

に
は
生
産
者
20
人
が
所
属
し
、
メ

ロ
ン
を
中
心
に
栽
培
す
る
農
家
と
、

少
量
多
品
目
の
一
つ
と
し
て
メ

ロ
ン
を
栽
培
す
る
メ
ロ
ン
農
家
が

あ
り
ま
す
。
市
内
全
体
の
メ
ロ
ン
栽

培
面
積
は
ハ
ウ
ス
1
0
0
棟
で
、
今

年
は
5
万
5
、0
0
0
個
の
生
産
を

見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
私
は
、
父
の
代
か
ら
１２
棟
の
ハ
ウ

ス
で
ア
ム
ス
種
と
ア
ー
ル
ス
種
を
育

て
て
い
る
２
代
目
メ
ロ
ン
農
家
で
す
。

裏
作
と
し
て
シ
ュ
ン
ギ
ク
や
コ
マ
ツ

ナ
な
ど
も
生
産
し
て
い
ま
す
が
、
メ

ロ
ン
栽
培
の
繁
忙
期
は
メ
ロ
ン
に
注

力
し
、
今
年
も
丹
精
こ
め
て
育
て
た

5
、0
0
0
～
6
、0
0
0
個
の
モ
リ

ヤ
マ
メ
ロ
ン
を
出
荷
す
る
予
定
で
す
。

メ
ロ
ン
栽
培
の
苦
労
と
汗
が

未
来
の
ブ
ラ
ン
ド
力
を
つ
く
る

　
メ
ロ
ン
栽
培
の
苦
労
は
、
こ
れ
か

ら
迎
え
る
収
穫
時
期
。
大
き
く
育
っ

た
メ
ロ
ン
が
出
荷
に
最
適
な
状
態
か

ど
う
か
、
毎
日
1
玉
ず
つ
確
認
す
る

こ
と
で
す
。
5
、0
0
0
個
を
出
荷

す
る
た
め
に
1
万
回
以
上
も
見
て
い

る
の
で
は
な
い
か
な
。

　
天
候
に
左
右
さ
れ
や
す
く
病
害
虫

に
も
注
意
が
必
要
な
の
で
、
安
定
し

た
生
産
量
を
維
持
す
る
の
は
大
変
で

す
が
、
今
の
努
力
と
汗
が
10
年
先
20

年
先
の
、「
未
来
の
ブ
ラ
ン
ド
力
」に

な
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

モ
リ
ヤ
マ
メ
ロ
ン
の
生
産
が
始

ま
っ
て
45
年
。
J
A
レ
ー
ク
滋
賀
が

一
貫
し
た
厳
正
な
検
査
を
し
て
品
質

を
保
っ
て
い
る
の
が
、
ブ
ラ
ン
ド
力

の
源
で
す
。

モ
リ
ヤ
マ
メ
ロ
ン
の
生
産
者
を

み
ん
な
で
応
援
・
支
援
し
ま
す

　
メ
ロ
ン
農
家
と
し
て
約
30
年
に
な

る
私
の
ハ
ウ
ス
で
は
、毎
年
90
％
以
上

の
出
荷
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。し
か

し
、
栽
培
技
術
の
難
し
さ
や
高
齢
化

に
よ
り
モ
リ
ヤ
マ
メ
ロ
ン
の
生
産
者

が
減
っ
て
お
り
、
毎
年
予
約
し
て
待
っ

て
い
て
く
だ
さ
る
フ
ァ
ン
の
人
た
ち

の
期
待
に
応
え
ら
れ
ず
に
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
中
、
新
規
就
農
や
帰
農
で

計
3
人
が
モ
リ
ヤ
マ
メ
ロ
ン
の
栽
培

を
始
め
ま
し
た
。
新
規
メ
ロ
ン
生
産

者
に
は
、
市
や
J
A
、
私
た
ち
先
輩

農
家
が
一
つ
に
な
っ
て
、
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
ハ
ウ
ス
で
の
技
術
指
導
や
空

き
農
地
の
情
報
提
供
な
ど
の
サ
ポ
ー

ト
を
し
て
い
ま
す
。
同
じ
メ
ロ
ン
農

家
の
先
輩
と
し
て
技
術
の
相
談
に
乗

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

1 

モ
リ
ヤ
マ
メ
ロ
ン
部
会
と
は
？

２ 

栽
培
の
苦
労
と
や
り
が
い
は
？

３ 

生
産
農
家
不
足
の
課
題
は
？

出荷

選果

バラ売り（おうみんち）

モ
リ
ヤ
マ
メ
ロ
ン
部
会 

前
田 

仁
司
さ
ん
の
お
話

モリヤマメロン

　モリヤマメロンの栽培が始まって45年。
　子どもから大人まで、守山の名産といえば最初に名前をあげ
るほどのブランド力を育んできました。
　しかし今、高齢化や栽培技術を受け継ぐ難しさなどから、生
産者が減ってきています。
　ブランドの未来について、モリヤマメロン部会の前田 仁司
会長に話を伺いました。
問�農政課　 ・有（582）1130　 （582）1166

JAレーク滋賀 新規メロン生産者

難しいけれど、やりがいがあるメロン栽培の魅力検査基準の維持とリスク軽減の両輪が生産者増の鍵
　3年前に大阪から移
住してメロンの生産
を始めました。
　トレーニングハウ
スで指導を受け、ベテ
ランメロン農家が紹
介してくれたハウス

４棟でアムスメロンを生産しています。相談できる
ベテラン農家がすぐ近くにいてくれるので、トレー
ニングハウスの時より心強いかもしれません。
　昨年は薬の散布で失敗して、出荷量は見込みの半分
になってしまいました。ベテラン農家でも「毎年1年生」と
いうメロン栽培。確かに難しいけれどとてもやりがいが
あります。大阪の父も手伝いにきてくれて、メロンを中
心にした少量多品目で農業を楽しんでいます。

　モリヤマメロンの誕生か
ら45年間、JAの厳しい検査
基準を崩さないことで今日
のブランド力を築いてきま
した。
　メロン栽培は収益性は高
いですが、生産技術の難しさ

から生産リスクも大きいといわれます。
　新規メロン生産者の栽培技術が安定するまでのリス
クを軽減するため、トレーニングハウスで指導をする
とともに、独立する時にも技術相談できるベテラン生
産者の近くの空き農地を紹介したりしています。
　また、新規就農者の年齢や経歴はさまざまです。ご
興味のある人はお気軽に相談してください。

岩
いわ

﨑
さき

 優
ゆ

希
き

さん森
もり

井
い

 啓
ひろ

文
ふみ

さん

◇１株から「２果成り」
◇糖度13.5度以上（上部から下部までの果肉をシェイク）
◇きれいなだ円形、ネット模様がはっきりしている
★�条件を満たしたメロンは、その証としてホタル印の
シールを貼付
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